
【ご案内】9/12（火）福島原発さいたま訴訟・東京高裁第１
回口頭弁論期日＆報告集会
【東京高裁第１回期日】
日時：２０２３年９月１２日（火）１４時開廷
場所：東京高裁１０１号法廷
傍聴券交付情報：【抽選】当日、午後１時４０分までに２番交付所に来られた方へ抽選券が交付されます。
　　　　　　　　東京高裁ホームページ
※入廷行動などを行いますので、可能か方は、１３時に東京高裁正門前にお集まりください。

【報告集会】
日時：同日１５時～１７時
場所：日比谷図書文化館地下１階
内容：①原告団・弁護団からの報告
　　　②辻内琢也さん（早稲田大学人間科学学術院教授・早稲田大学災害復興医療人類学研究所所長）
　　　　「国内強制移動による避難者の精神的苦痛」
　　　③後藤秀典さん（ジャーナリスト／「東京電力の変節」（旬報社）著者）
　　　　「東京電力の変節－最高裁・司法エリートとの癒着と原発被災者攻撃」
　　　④各地の原告団・弁護団から

（原告団からのメッセージ）
私たちは、福島原発事故の教訓を明らかにし二度と原発事故を起こ  さないため、そして、被害者の真の救済の実現に向けて国の責任を不
問 に付した最高裁判決（2022年6月17日）を覆す高裁判決を目指します！

甚大な被害をもたらした福島第一原発事故について、東京電力と国  の責任を問い、正当な被害救済を求めた第一審2022年4月20日
さいたま地裁判決は、東京電力の賠償  責任は認めた一方、国の責任を認めませんでした。続けて6月17日に出された最高裁判決でも、
国も東 電も何も対策を取っていなかったことは認めながら、「仮に、対策を取っていたとしても事故が起き なかったとは言い切れない」
として国の責任を不問に付しました。

ふるさとを放射能で汚し、暮らしを奪うという甚大な被害をもたらした原発事故の国の責任を追  求します。ぜひ、傍聴に参加して満席の
傍聴席でこの裁判を見守ってください！

（文責：弁護士　猪　股　　正）
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